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軍配はごしょりん！ 第1回青森県全国ゆるキャラすもう大会
９/15　イオンモールつがる柏駐車場

人口・世帯数

人　口／59,134 人( －29)

　男　／27,282 人( －20)

　女　／31,852 人( －9)

世帯数／25,216 世帯( －1) 

８月31 日現在( 前月比)   

　県内の自治体、企業のゆるキャラ16体がすもうで
激突した「ゆるキャラすもう大会」。
　ごしょりんは、初戦の「とよぴ」（青森トヨペット）
を寄りきって勝利したものの、２回戦で「ラッセル君」
（弘南鉄道）に敗れ、残念ながらベスト４に進めませ
んでした。
　大会は佐井村の「雲丹（うんたん）」が初代横綱と
なり、ゆる～い熱戦は幕を閉じました。

主な内容

五月女萢遺跡調査成果……………2  
総合防災訓練 ………………………4
一人暮らしの高齢者除雪支援………5   
第10 回特別企画展………………10   
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教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年
度
～

25
年
度
に
五
月
女
萢
（
そ
と
め
や
ち
）

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

当
初
、
土
砂
採
取
に
よ
る
緊
急
発
掘

調
査
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
縄
文
晩
期

を
中
心
と
し
た
土
坑
墓
（
ど
こ
う
ぼ
）

群
が
多
く
発
見
さ
れ
、
遺
跡
の
学
術
的

な
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

 

こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
三
湊
発
掘
調
査
室

内
線
４
０
３
０

　

五
月
女
萢
遺
跡
は
津
軽
半
島
西
海
岸

の
十
三
湖
北
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
周
辺
は
、
冬
の
季
節
風
（
北
西

か
ら
の
風
）
と
同
じ
方
向
に
伸
び
る
縦

列
砂
丘
が
発
達
し
、
厚
い
砂
丘
砂
が
堆

積
し
て
い
ま
し
た
。

 

遺
構
や
遺
物
は
、
砂
丘
の
形
成
休
止

期
を
示
す
「
ク
ロ
ス
ナ
層
」
の
中
に
あ

り
、
そ
れ
ら
は
新
期
（
平
安
時
代
以

降
）
の
砂
丘
砂
に
厚
く
覆
わ
れ
て
い
ま

す
。

 

調
査
で
、
縄
文
後
期
後
葉
か
ら
晩
期

後
葉
（
約
３
５
０
０
年
～
２
３
０
０
年

前
）
、
奈
良
時
代
（
８
世
紀
代
）
、
平

安
時
代
（
10
世
紀
代
）
の
複
合
遺
跡
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

３
つ
の
時
代
の
う
ち
、
特
に
縄
文
晩

期
が
中
心
時
期
で
あ
り
、
ま
さ
に
亀
ヶ

岡
文
化
期
の
遺
跡
と
い
え
ま
す
。

 

亀
ヶ
岡
文
化
＝
縄
文
時
代
晩
期
の
集

落
遺
跡
、
つ
が
る
市
の
亀
ヶ
岡
遺
跡

（
国
指
定
遺
跡
）
の
出
土
品
に
代
表
さ

れ
る
様
式
の
土
器
が
、
北
海
道
か
ら
中

部
・
近
畿
の
広
い
範
囲
で
見
つ
か
っ
て

い
て
、
東
日
本
の
縄
文
時
代
晩
期
の
文

化
を
亀
ヶ
岡
文
化
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

▽
土
坑
墓
（
１
６
９
基
）

　

土
を
掘
っ
て
穴
（
土
坑
）
を
つ
く

り
、
そ
こ
に
遺
体
を
葬
っ
た
も
の
を
土

坑
墓
と
い
い
ま
す
。

 

五
月
女
萢
で
は
大
き
く
４
箇
所
に
分

か
れ
て
集
団
墓
地
を
形
成
し
て
い
て
、

最
大
規
模
の
も
の
は
南
北
39
ｍ
、
東
西

52
ｍ
の
範
囲
で
、
土
坑
墓
が
縦
列
砂
丘

の
頂
部
を
囲
む
よ
う
に
、
馬
の
蹄
の
形

に
似
た
環
状
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

黄
色
粘
土
の
マ
ウ
ン
ド
（
盛
土
）
が

あ
る
墓
、
墓
標
と
み
ら
れ
る
自
然
礫

（
し
ぜ
ん
れ
き
／
加
工
し
て
い
な
い

石
）
が
あ
る
墓
、
内
部
に
赤
色
顔
料

（
ベ
ン
ガ
ラ
）
が
塗
ら
れ
た
墓
、
人
骨

が
残
っ
て
い
た
墓
、
幼
児
を
埋
葬
す
る

際
に
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
埋
設
土
器

も
あ
り
ま
し
た
。

　

副
葬
品
に
は
、
ヒ
ス
イ
（
硬
玉
）
や

緑
色
凝
灰
岩
の
玉
類
、
小
型
の
壷
形
土

発見！日本海側では珍しい縄文人の骨

新説！マウンドのある墓は一般的だった!?

縄
文
晩
期
の
遺
跡

遺
構
と
遺
物
の
概
要

五所川原市の縄文文化
五月女萢遺跡の調査成果

　 土 坑 墓 群 か ら、
日本海側では珍し
い人骨が見つかり、
注目を集めました。
　乳幼児２体、成
人４体（女性３体、
性別不明１体）の

　亀ヶ岡文化期のマウンドのある土坑墓は、秋田県
由利本荘市の湯出野遺跡などで確認されていました
が、発見例が少ないことから、特殊な葬制で一般的
なものでないとされてきました。
　今回、五月女萢遺跡の土坑墓の多くにマウンドがあ
ったことから、亀ヶ岡文化、ひいては縄文文化の墓地
景観に対する見方を大きく変える発見となりました。

計６体がこれまで確認されています。成人女性は歯
の状況から、生前に抜歯（成人の通過儀礼）した可
能性が高いと見られています。
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器
、
耳
飾
り
、
石
の
矢
尻
、
サ
メ
の
歯

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
集
石
遺
構
（
１
基
）

　

縦
列
砂
丘
西
端
の
緩
斜
面
で
見
つ
か

り
ま
し
た
。

 

直
径
５
ｍ
の
円
形
の
範
囲
に
、
人
の

頭
大
の
自
然
礫
や
石
皿
、
拳
大
の
く
ぼ

み
石
、
く
び
れ
石
や
雨
だ
れ
石
と
呼
ば

れ
る
奇
抜
な
形
を
し
た
自
然
礫
の
ほ

か
、
破
損
し
た
土
偶
片
（
約
40
点
）
、

石
棒
片
、
注
口
土
器
片
な
ど
男
女
の
性

を
象
徴
す
る
遺
物
が
多
数
あ
り
、
祭
祀

に
関
係
し
た
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

▽
捨
て
場
遺
構（
貝
塚
を
含
む
６
カ
所
）

　

土
器
や
石
器
な
ど
大
量
の
遺
物
が
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

犬
、
猪
、
鯨
の
骨
の
ほ
か
、
骨
角
器

（
こ
っ
か
く
き
）
と
呼
ば
れ
る
動
物
の

骨
を
加
工
し
た
ヘ
ア
ピ
ン
、
ヘ
ラ
状
の

製
品
、
狩
り
に
使
用
す
る
銛
の
一
種

（
離
頭
銛
／
り
と
う
も
り
）
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

▽
道
路
状
遺
構
（
１
条
）

　

捨
て
場
遺
構
の
間
を
縫
う
よ
う
に
丘

陵
頂
部
（
土
坑
墓
方
面
）
に
向
か
っ
て

約
30
ｍ
に
渡
っ
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

幅
50
㎝
、
深
さ
15
㎝
ほ
ど
の
浅
い
溝

状
で
、
底
面
が
硬
く
締
ま
っ
て
お
り
、

墓
へ
の
参
道
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

▽
掘
立
柱
建
物
（
２
棟
）

　

２
棟
の
う
ち
１
棟
は
、
大
型
の
６
本

柱
の
建
物
で
し
た
。

　

ほ
か
に
も
柵
木
列
（
さ
く
ぎ
れ
つ
）

な
ど
、
祭
祀
施
設
を
構
成
す
る
遺
構
が

多
数
見
つ
か
り
、
そ
れ
に
伴
う
遺
物
も

膨
大
な
量
と
な
り
ま
し
た
。

 

な
お
、
奈
良
時
代
で
は
カ
マ
ド
を
伴

う
竪
穴
住
居
跡
１
棟
と
土
師
器
（
は
じ

き
／
素
焼
き
の
土
器
）
が
、
平
安
時
代

で
は
10
世
紀
前
半
に
大
陸
か
ら
降
り
注

い
だ
、
白
頭
山
苫
小
牧
火
山
灰
の
上
層

で
、
調
査
区
の
北
側
に
約
１
０
０
０
㎡

の
畑
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
月
女
萢
遺
跡
は
、
砂
地
に
掘
ら
れ

た
土
坑
墓
の
マ
ウ
ン
ド
が
黄
色
粘
土
の

た
め
認
識
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
海
浜
の
砂
が
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ

た「
飛
砂（
ひ
さ
）」
層
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
て
い
た
好
条
件
が
重
な
り
、
多
く

の
遺
構
と
遺
物
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
土
坑
墓
や
副
葬
品
な
ど
出

土
遺
物
の
分
析
を
進
め
る
こ
と
で
、

亀
ヶ
岡
文
化
期
の
社
会
構
造
の
解
明
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貝
層
を
含
む
土
壌
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
当
時
の
自
然
環
境
、
食
生

活
や
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

市
で
は
昨
年
度
の
調
査
終
了
後
、
関

係
者
の
了
解
を
得
て
、
五
月
女
萢
遺
跡

を
保
存
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
、

ど
う
や
っ
て
保
存
し
、
活
用
し
て
い
く

か
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国内初!？底が人面の土器を発見！

？○謎…
縄文人は
どこに住んでいたか？

こ
れ
か
ら
～
分
析
と
保
存

五月女萢遺跡発掘調査速報展

亀ヶ岡文化と五月女萢遺跡

催しのご案内

　捨て場遺構から、
底が人の顔の形を
した土器（人面付
浅鉢形土器）が見
つかり、こちらも
注目されました。
　このような土器
は報告例がほとん

　五月女萢遺跡では、お墓、捨て場（貝塚）、
掘立柱建物などが見つかり、遺物もたくさ
んあった一方で、竪穴住居跡がいまだ発見
されておらず、五月女萢の縄文人がどこで
暮らしていたのか分かっていません。
　調査して新たに分かったこともあれば、
謎が深まることもあります。

どなく、芸術的にも優れた１級品の貴重な資料です。
　儀礼の時に、酒や動物の血などをまわし飲みする
特別な器だったと推測（弘前大学人文学部・関根達
人教授）されます。

縄文人も十三湖産しじみを食べていた！

　捨て場遺構から厚さ 30 ㎝ほどの大和しじみの貝塚
が見つかり、当時から、十三湖が現在と同じ、しじ
みが住みやすい汽水（きすい）環境にあったことが
分かります。
　縄文人は、十三湖やしじみを、何と呼んでいたの
でしょう。

Information

　五月女萢遺跡の解明に向けた取り組みと、最新の
成果を紹介しています。
期間　10 月 31 日牙まで
場所　市浦歴史民俗資料館交流コーナー
　　　（中の島ブリッジパーク内）
料金　無料（常設展は入場料が必要です）

日時　10 月 19 日臥　13：00～16：30
場所  市浦コミュニティーセンター
基調講演　13：00～14：00
　亀ヶ岡文化の葬制
　（セインズベリー日本藝術研究所　中村大氏）
研究発表　14：00～15：00
・五月女萢遺跡の調査（市教育委員会　榊原滋高氏）
・亀ヶ岡文化の集落
　（青森県教育庁文化財保護課　永嶋豊氏）
・亀ヶ岡文化の生業
　（弘前大学人文学部　上條信彦氏）
討論　15：40～16：30
　司会：弘前大学人文学部　関根達人氏
＊入場無料。事前申込不要です。

平成25年度青森県考古学会秋季大会
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10月５日（土）総合防災訓練

津
軽
鉄
道
線

嘉
瀬
駅

主　会　場
（嘉瀬小学校）

雲 雀 野

交通規制区域

端 山 崎

嘉
瀬
郵
便
局

←
嘉
瀬
ス
キ
ー
場

←

駐　車　場
（旧金木南中学校）

交通規制区域

菅 原

金

木

川
菅

原

橋

こ
め

　米
ロ
ー
ド

沢
部
橋

スーパーストア
金木タウンセンター

●ローソン金木町店

●

交通規制（8：00～12：00）にご協力ください

総合防災訓練
■日時　10 月５日臥　9：00～12：00　
　＊交通規制は 8：00～12：00
■主会場　嘉瀬小学校
　金木町沢部地区（金木川堤防上）、金木町芦野地区
　（大東ヶ丘サントピアホーム）でも訓練があります。
■訓練内容
①災害広報訓練　②情報収集伝達訓練　
③災害対策本部設置・運営訓練　④交通規制訓練
⑤避難・避難誘導訓練　⑥消火訓練　
⑦救助・救急訓練　⑧救急・救護訓練　
⑨応急復旧訓練　⑩避難所開設・運営訓練　
⑪被災者支援システム運用訓練　
⑫ボランティア受付訓練　⑬生活関連訓練
⑭展示・体験・防災情報講演
＊⑪のシステムは、避難者情報、家屋損壊情報をそ
　れぞれ一元的に運用管理し、被災者支援を効率的
　に行うため、市が平成 24 年６月に構築したシステ
　ムです。

お願いと注意点
　訓練当日、避難指示等の広報や災害情報を周知す
る訓練を実施するため、金木地区への防災無線の発
報や市内全域への緊急速報メール（エリアメール）
の送信を行いますが、訓練ですので、お間違えの無
いようご注意ください。

　９月 16 日の大雨で、市内では床上・床下浸水被害
が 16 件（９月 18 日現在）あったほか、中泉地区に
避難勧告が出され約 100 名が避難所に避難しました。
　災害が発生した際、被害を最小限に抑えるために
は、日頃から防災を意識し、対策を考えておくこと
が重要となります。
　防災訓練に、ご理解、ご協力をお願いします。

お問い合わせ先　総務課　内線 2116

総 合防災訓練にて、上図区域の交通規制が行わ
れます。

　交通規制中は原則として訓練車両以外進入できま
せんので、ご理解、ご協力をお願いします。
＊規制区域内にご自宅がある方や、緊急時の車両等
　は進入することができます。係員の指示に従って
　ください。

9/17　中泉地区の被害状況を確認する市長

交通規制区域① 交通規制区域②
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高齢者のひとり暮らしの方への除雪支援
■事業対象　市内に居住する概ね 65 歳以上の住
　民税非課税世帯に属するひとり暮らし高齢者
　等で、自立した生活を維持していくために間
　口除雪等の支援が必要な方。
■事業内容　間口除雪等の雪片付け、雪囲い等
　の設置など（屋根の雪下ろしは除く。作業は五
　所川原市シルバー人材センターが行います）
■利用時間　8：00～18：00 まで
■利用者負担　１時間のみ 600 円
■申込先　介護保険サービスを利用し、担当の
　ケアマネージャー（介護支援専門員）がいる
　場合はその事業所。その他は右記の在宅介護
　支援センターへ。
■申込期限　11 月 29 日画

＊期限を過ぎての申込みは相談が必要となります。
　また、降雪状況やシルバー人材センターの人員
　配置によって対応ができない場合があります。
■お問い合わせ先　介護福祉課　内線 2458

施設名（所在地） 電話番号 担当地区

青山荘在宅介護
支援センター（金山） 35-5225

長橋（戸沢・松野木・神山）、松
島（太刀打・一野坪・水野尾を
除く）、松島町、飯詰

さかえ在宅介護
支援センター（水野尾） 38-3000

長橋（浅井・野里・福山）、栄（稲
実・みどり町・姥萢・中央五、六
丁目・湊）、松島（水野尾）

白生会在宅介護
支援センター（金山） 33-3102 松島（太刀打・一野坪）、五所川

原小学校区、新宮
あかね在宅介護
支援センター（前田野目） 29-3532 長橋（豊成）、七和

うめた在宅介護
支援センター（梅田） 28-2829 栄（七ッ館・広田）、梅田、中泉

祥光苑在宅介護
支援センター（沖飯詰） 36-3300 三好、毘沙門、中川（新宮を除く）

五所川原市社会福祉協議会
在宅介護支援センター（鎌谷町）34-3400 南小学校区（中央一丁目～四

丁目含む）、一ツ谷
金木在宅介護
支援センター（金木） 54-1051 金木

市浦在宅介護
支援センター（相内） 62-3303 市浦

　

平
成
25
年
度
除
排
雪
業
務
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

10
月
15
日
峨
～
10
月
31
日
牙

■
募
集
人
員

　

五
所
川
原
地
区
40
名
程
度

　

金
木
地
区
12
名
程
度

　

市
浦
地
区
10
名
程
度

■
業
務
内
容　

除
排
雪
に
係
る
す
べ
て
の
業
務

■
募
集
要
件
（
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

　

▽
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方
▽
健
康
な
方
▽
大
型
特
殊
免
許
を
有
し
て
い
る

　

方
▽
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
を
終
了
し
て
い
る
方
で
、
原
則
と
し

　

て
、
重
機
運
転
経
験
２
年
以
上
の
方
▽
原
則
と
し
て
、
市
除
排
雪
業
務
経
験

　

者
は
60
歳
未
満
の
方
、
未
経
験
者
は
50
歳
未
満
の
方
（
平
成
25
年
11
月
１
日

　

を
基
準
日
と
す
る
）

■
雇
用
期
間　

12
月
２
日
俄
～
平
成
26
年
３
月
７
日
画

■
就
業
時
間
等

　

原
則
と
し
て
、
５
時
～
14
時
15
分
（
う
ち
休
憩
１
時
間
含
む
）
。

　

詳
細
は
五
所
川
原
市
臨
時
的
任
用
職
員
管
理
規
程
に
よ
る
。
た
だ
し
、
降
雪

　

が
な
い
時
は
正
規
職
員
と
同
様
８
時
30
分
～
17
時
15
分
。

■
申
込
書
類

　

▽
五
所
川
原
市
除
排
雪
業
務
臨
時
職
員
雇
用
申
込
書（
土
木
課
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
産
業
建
設
係
に
あ
り
ま
す
）▽
本
人
の
住
民
票
▽
運
転
免
許
証（
写
）

　

▽
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
終
了
証（
写
）
▽
運
転
記
録
証
明
書

　
（
過
去
１
年
間
分
）▽
健
康
診
断
書（
３
カ
月
以
内
の
も
の
）▽
市
税
等
納
税
証

　

明
書（
平
成
25
年
度
分
）

■
採
否
の
決
定
通
知

　

選
考
審
査
終
了
後
、
11
月
９
日
臥
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

五
所
川
原
地
区　

土
木
課　

内
線
２
６
１
５

　

金
木
地
区　

金
木
総
合
支
所
産
業
建
設
係　

内
線
３
２
１
０

　

市
浦
地
区　

市
浦
総
合
支
所
産
業
建
設
係　

内
線
４
０
２
３

従業員募集中

㈱ （藤田迄）ＴＥＬ０１７３－２８－２６０７

ソーイングオペレ－タ－・・・・・３人位

家庭内(自宅）作業者も募集中（持ち運びの出来る方）

未経験者可です。　但し簡単な実技試験有
パ－ト可　　勤務時間相談に乗ります。

製品へのラベル付、たたみ袋入、糸切り始末等!!
各詳細は下記まで!!

（Tシャツ、ポロシャツ、大人物、子供物など）

10 ５ ６
至エルムの街

至
青
森

国道101号
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 五所川原市役所　@35－ 2111　平成 25年 10 月   １ 日 6広報はホームページでもご覧になれます

◎
行
政
相
談市

民
課　

内
線
2
3
1
7

●
10
月
10
日
牙　

10
時
～
12
時

●
10
月
24
日
牙　

13
時
～
15
時

　

市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

◇
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

◎
行
政
・
人
権
合
同
相
談

　

金
木
総
合
支
所　

内
線
3
1
0
４

●
10
月
16
日
我　

10
時
～
15
時

　

金
木
総
合
支
所
４
階
第
３
会
議
室

◇
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

◎
人
権
相
談
・
行
政
相
談

　

市
浦
総
合
支
所　

内
線
４
０
１
１

●
人
権　

10
月
８
日
峨　

10
時
～
15
時

◇
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

●
行
政　

10
月
17
日
牙　

10
時
～
15
時

◇
相
談
員　

行
政
相
談
委
員

　

場
所
は
い
ず
れ
も
青
森
あ
す
な
ろ
ホ

　

ー
ル
市
浦

◎
く
ら
し
と
お
金
の
安
心
相
談
会

（
多
重
債
務
等
相
談
）　
　
　
　
　

　

消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
青
森

相
談
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　

℡
0
1
7（
７
５
２
）6
7
5
5

●
10
月
９
日
我　

10
時
～
16
時

　

市
役
所
３
階
消
費
生
活
相
談
室　

＊
予
約
制
。
貸
付
制
度
あ
り
。

◇
相
談
員

　

消
費
者
信
用
生
活
協
同
組
合
相
談
員

◎
法
務
局
人
権
相
談

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

℡（
34
）2
3
3
0

●
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

五
所
川
原
支
局
１
階
人
権
相
談
室

◇
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

◎
消
費
生
活
と
多
重
債
務
相
談

　

商
工
観
光
課
消
費
生
活
相
談
室

　

℡（
33
）1
6
2
6

●
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
～
16
時
30
分

　

市
役
所
３
階
消
費
生
活
相
談
室

◇
相
談
員　

消
費
生
活
相
談
員

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

五
所
川
原
保
健
所
℡（
34
）２
１
０
８

●
10
月
11
日
画　

13
時
～
14
時

　

五
所
川
原
保
健
所
第
１
相
談
室

◇
相
談
員　

精
神
科
嘱
託
医

　
　
　
　
　

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

＊
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

相
続
登
記
、
抵
当
権
の
抹
消
登
記
、

会
社
・
法
人
の
登
記
、
土
地
境
界
の
争

い
、
借
地
・
借
家
に
関
す
る
こ
と
、
い

じ
め
な
ど
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
10
月
６
日
蚊　

10
時
～
16
時

　

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

◇
相
談
員　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

　

委
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

　

士

　

台
風
18
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
が
、
県
税
の
減
免
や
申
告
、
申
請
、

請
求
そ
の
他
書
類
の
提
出
ま
た
は
納
付

期
限
の
延
長
お
よ
び
県
税
の
徴
収
を
猶

予
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　

つ
い
さ
っ
き
ま
で
元
気
に
し
て
い
た

人
が
突
然
倒
れ
、
意
識
も
呼
吸
も
な
い

…
。
そ
ん
な
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し

ま
す
か
？
た
だ
ち
に
救
命
処
置
を
行
え

ば
、
命
が
助
か
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。

　

救
わ
れ
る
べ
き
命
を
失
わ
な
い
た
め

に
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

事
前
講
習「
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
」受
講

者
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
16
日
我　

９
時
～
12
時

　
（
ｅ

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
済
み
の
方

　

は
10
時
～
12
時
）

●
場
所　

五
所
川
原
消
防
署
内

◇
定
員　

20
名
程
度

◎
申
込
方
法　

10
月
14
日
俄
ま
で
に
電

　

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
、
薬
局
等
の
受
付
・
診
療

報
酬
請
求
・
会
計
や
、
事
務
処
理
を
迅

速
に
行
う
た
め
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
習
得

し
ま
す
。

●
訓
練
期
間　

12
月
２
日
～
平
成
26
年

　

５
月
30
日

●
訓
練
場
所　

ラ
ソ
･
パ
ソ
コ
ン
教
室

◇
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費

　

１
万
１
８
０
円
は
自
己
負
担
）

◇
定
員　

13
名

◎
申
込
方
法　

10
月
１
日
峨
～
11
月
１

　

日
画
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原

　

の
職
業
訓
練
窓
口
へ
相
談
の
上
、
受

　

講
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
11
日
俄
に
面
接
に
よ
り
選
考
。

＊
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
職
業
訓

　

練
受
講
交
付
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

相
談
日
の
お
知
ら
せ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
民
向
け
救
命
講
習

五
所
川
原
消
防
署
救
急
係

℡(
35)
２
０
１
９　

内
線
１
０
５
４

相
談
無
料　

秘
密
厳
守

法
務
局
休
日
相
談

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

℡(

34)

２
３
３
０

平
成
25
年
台
風
18
号

被
災
さ
れ
た
方
に
対
す
る

県
税
の
減
免
措
置
等

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部

℡(

34)

２
１
１
１　

医
療
・
調
剤
薬
局
事
務
科

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
生
募
集

ラ
ソ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

℡(

26)

６
８
６
１　

竹
谷

2,700円

25
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平成 25年 10 月   １ 日　五所川原市役所　@35－ 21117 広報への有料広告を募集しています／広報係　内線 2117

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
と
駆
除

環
境
対
策
課　

内
線
２
３
４
２

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

環
境
対
策
課　

内
線
２
３
４
２

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
金
融
機
関
、

郵
便
局
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料
を
納
め
る
と

き
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
た
納

付
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
が
遠
い
、
日
中
忙
し
く
て

金
融
機
関
に
行
け
な
い
方
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
納
付
書
が
な
い
方
は
年
金

手
帳
を
ご
用
意
の
上
、
弘
前
年
金
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
取
組
む
中
小

企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
目

的
で
、
経
営
面
や
労
働
面
の
相
談
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
ワ
ン
・
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
無
料
の
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
的
な
最
低
賃
金
の
引
上

げ
を
支
援
す
る
「
業
務
改
善
助
成
金
」

に
つ
い
て
も
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ま

　

　

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
（
毛
虫
）
の

大
発
生
に
よ
る
苦
情
が
多
く
あ
り
ま

す
。
土
地
所
有
者
（
土
地
管
理
者
）
は
、

庭
木
や
防
風
林
等
を
見
回
り
、
防
除
、

駆
除
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
人
体
に
対

し
て
無
害
で
あ
り
、
刺
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

巣
あ
み
を
作
っ
て
い
る
と
き
は
、
薬

剤
を
散
布
し
て
も
巣
あ
み
の
中
ま
で
届

か
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
枝
ご
と
切

除
し
、
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
し

ま
う
の
が
効
果
的
な
駆
除
方
法
で
す
。

　

薬
剤
散
布
は
、
巣
あ
み
か
ら
出
て
活

発
に
活
動
を
始
め
た
段
階
で
散
布
す
る

の
が
効
果
的
で
す
。

　

散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
を
持
ち
帰
ら

ず
、
道
路
等
に
放
置
し
た
ま
ま
で
大
変

不
衛
生
で
あ
る
と
の
苦
情
が
多
く
あ
り

ま
す
。
犬
の
フ
ン
は
自
宅
に
持
ち
帰
り

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ン
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
法
律
違
反
に
な
り
、

懲
役
も
し
く
は
罰
金
等
の
刑
罰
が
科
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登
録
を
抹
消
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
平
成
26
年
３
月
の
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人
を
受

付
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
末
時
点
で
の
求
人
の
動
き
は
好

調
で
、
求
人
件
数
33
件
（
前
年
同
月
23

件
）、
求
人
数
72
人
（
同
50
人
）
と
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

西
北
五
地
域
で
の
就
職
を
希
望
し
、

意
欲
の
あ
る
生
徒
は
相
当
数
い
ま
す
の

で
、
早
期
求
人
の
提
出
、
採
用
枠
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
採
用
予
定
の
事
業
主
は
、
五
所
川
原

　

公
共
職
業
安
定
所
へ
求
人
提
出
を
。

▽
採
用
計
画
に
あ
た
り
、
事
前
に
管
内

　

高
等
学
校
生
徒
の
就
職
希
望
状
況
等

　

を
把
握
し
た
い
場
合
は
、
学
卒
係
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
内
定
取
り
消
し
は
し
な
い
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。

＊
求
人
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
求
人
企

　

画
部
門
（
31
＃
）、
高
校
生
の
就
職

　

支
援
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
は
学
卒

　

係
（
42
＃
）
ま
で
。

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

あ
お
も
り
古
代
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員

会
で
は
、五
所
川
原
駅
周
辺
地
区
で「
あ

お
も
り
古
代
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま

す
。
自
由
な
古
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
身

を
包
み
、
古
代
人
に
な
り
き
っ
て
大
自

然
の
中
で
癒
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い

ま
す
（
定
員
１
０
０
名
）。

●
日
時　

10
月
12
日
臥　

12
時
～
17
時

●
集
合
場
所　

津
軽
金
山
焼

◇
行
程　

金
山
焼
か
ら
古
代
フ
ァ
ッ

　

シ
ョ
ン
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
→
津
鉄

　
「
五
農
校
前
駅
」
乗
車
／
「
津
軽
五

　

所
川
原
駅
」
下
車
→
立
佞
武
多
の
館

　

か
ら
バ
ス
で
津
軽
金
山
焼

◇
参
加
料　

中
学
生
以
上
３
０
０
０
円
、

　

小
学
生
２
０
０
０
円
、
６
歳
未
満
無

　

料
（
昼
食
「
古
代
グ
ル
メ
」
代
含
む
）

＊
衣
装
が
必
要
な
方
は
別
途
２
０
０
０

　

円
で
お
作
り
し
ま
す
。

◎
申
込
締
切　

10
月
２
日
我

◇
申
込
先　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
法
人
営
業

　

青
森
支
店　

℡
０
１
７
（
７
２
２
）

　

４
４
３
４
（
詳
細
は
あ
お
も
り
古
代

　

ウ
ォ
ー
ク
専
用
サ
イ
トhttp://

　

w
w

w
.aom

ori-kodai-w
alk.com

）

青
森
県
最
低
賃
金

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

青
森
県
労
働
基
準
協
会
内

℡
０
１
７(

７
７
７)

４
６
８
６

国
民
年
金
保
険
料
は

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
ま
す 

国
保
年
金
課　

内
線
２
３
３
２

弘
前
年
金
事
務
所

℡
０
１
７
２(

27)
１
３
３
７

　
　

美
知
の
国
あ
お
も
り「“
自
然
の
恵
み
”

癒
し
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

あ
お
も
り
古
代
ウ
ォ
ー
ク 

実
行
委
員
会
事
務
局

津
軽
金
山
焼
内　

℡(

29)

３
３
５
０

　
　

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
パ
ワ
ー
を

採
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

℡(

34)

３
１
７
１

㈱
あなたのリフォーム、全力でサポートします
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き
る
木
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

木
材
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
間
伐
な

ど
の
森
林
整
備
が
進
み
、
森
林
保
全
や

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
県
産
材
を
使
う
こ
と
は
、
輸
送

に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
や

地
域
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
な
資
源
で
あ
る
「
県
産

材
」
を
生
活
に
取
り
入
れ
、
人
と
環
境

に
優
し
く
エ
コ
な
「
県
産
材
の
地
産
地

消
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

公
証
人
は
、
国
の
一
機
関
と
し
て
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
な
ど
の
権

利
や
生
活
を
守
り
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
と
は
、
法
律
の
専
門
家
で

あ
る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
す
。

　

遺
言
や
大
切
な
契
約
等
は
、
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
に
公
正
証
書
で
！

　

手
数
料
は
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。
公
証
事

務
に
関
す
る
相
談
は
無
料
で
す
。

・
青
森
公
証
人
合
同
役
場

　

℡
０
１
７（
７
７
６
）８
２
７
３

・
弘
前
公
証
役
場

　

℡
０
１
７
２（
34
）３
０
８
４

・
八
戸
公
証
役
場

　

℡
０
１
７
８（
43
）１
２
１
３

定
の
申
込
用
紙
で
。
申
込
用
紙
入
手
方

法
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

10
月
１
日
峨
～
11
月
５ 

　

日
峨
（
消
印
有
効
）

◇
応
募
資
格

・
青
年
海
外
協
力
隊
／
日
系
社
会
青
年

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

20
歳
～
39
歳
（
平

　

成
25
年
11
月
５
日
時
点
）

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
日
系

　

社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

40
歳
～
69
歳
（
平
成
25
年
11
月
５
日

　

時
点
）

＊
詳
細
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.jica.go.jp/　

　
volunteer/index.htm

l

）か
ら
ど
う
ぞ
。

　

漢
字
の
「
十
」
と
「
八
」
を
組
み
合

わ
せ
る
と
「
木
」
に
な
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
52
年
に
10
月
８
日
は
「
木
の
日
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

青
森
県
内
に
は
、
ス
ギ
や
ア
カ
マ
ツ
、

ヒ
バ
な
ど
「
県
産
材
」
と
し
て
利
用
で

貴
重
な
蝶
や
昆
虫
を
展
示
し
ま
す
。

●
期
日　

11
月
30
日
臥
ま
で

●
場
所　

隠
れ
家
カ
フ
ェ
「
カ
シ
ェ
ッ

　

ト
」
（
津
軽
金
山
焼
手
前
）

▽
９
月
29
日
蚊
～
東
方
の
モ
ル
フ
ォ

チ
ョ
ウ
（
ワ
モ
ン
チ
ョ
ウ
）
▽
10
月
20

日
蚊
～
世
界
の
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
ほ
か
▽

11
月
３
日
蚊
～
世
界
の
タ
テ
ハ
チ
ョ
ウ

ほ
か
▽
11
月
17
日
蚊
～
青
森
県
の
チ
ョ

ウ
（
ゼ
フ
ィ
ル
ス
ほ
か
）

＊
10
月
２
日
～
７
日
・
毎
週
牙
は
休
業
。

●
日
時　

10
月
14
日
俄　

10
時
～
16
時

●
場
所　

松
島
会
館

◇
鑑
定　

松
井
和
雄
先
生

　

「
ま
ち
の
医
療
が
ぐ
っ
と
身
近
に
な

る
住
民
の
た
め
の
講
話
会
」
と
題
し
、

福
井
県
高
浜
町
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
10
月
19
日
臥　

14
時
～
16
時
30
分

　

市
民
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

◇
講
師　

井
階
友
貴
氏
（
福
井
大
学
医

　

学
部
地
域
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
講
座
講

　

師
）

◎
申
込
方
法　

10
月
15
日
峨
ま
で
に
所

●
日
時　

10
月
26
日
臥　

９
時
～
17
時

　
　
　
　

10
月
27
日
蚊　

９
時
～
15
時

●
場
所　

毘
沙
門
長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー

◇
内
容　

収
穫
農
産
物
展
示
販
売
、
物

　

品
・
盆
栽
等
展
示
、
物
品
販
売

＊
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
展
示
作
品
、
農

　

産
物
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

催
物
や
豪
華
景
品
の
抽
選
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

●
日
時　

10
月
13
日
蚊　

　
　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

●
場
所　

栄
幸
園

　

「
心
組
」
に
よ
る
囃
子
、
「
木
花
咲

耶
」
の
踊
り
と
余
興
、
大
抽
選
会
な
ど

多
く
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
20
日
蚊

　
　
　
　

10
時
～
14
時
30
分

●
場
所　

青
松
園

　

南
米
や
東
南
ア
ジ
ア
で
採
取
さ
れ
た

毘
沙
門
長
富
地
域
秋
祭
り

毘
沙
門
長
富
地
区
住
民
協
議
会

℡(

36)
２
０
１
３

栄
幸
園
祭

栄
幸
園　
℡(

28)

２
２
８
８

　

第
21
回
青
松
園
祭

℡(

37)

３
１
１
１

　

世
界
の
昆
虫
展

隠
れ
家
カ
フ
ェ
「
カ
シ
ェ
ッ
ト
」

℡(

29)

４
４
８
６

地
域
医
療
特
別
講
話
会

西
北
五
地
域
医
療
研
究
会

℡
０
９
０(

９
７
４
４)

６
０
９
１　

対
馬

　
き
の
こ
展
示
会

＝
同
時
開
催　

き
の
こ
写
真
展
＝

五
所
川
原
山
酔
会

℡(

35)

７
９
２
４　

清
野

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
25
年
度
秋
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

℡
０
２
２(

２
２
３)

４
７
７
２

10
月
は
木
づ
か
い
推
進
月
間

西
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部

林
業
振
興
課　
℡
０
１
７
３(
72)

６
６
１
３

10
月
１
日
～
７
日
は
公
証
週
間

青
森
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
０
１
７(

７
７
６)

６
２
３
８
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五所川原市みどり町３－107
℡  （フリーダイヤル） 0120－268－244みどり総合支援センター

修理業務…電気・ガス・水道・建築物
＊ すべてに職人が対応します。なんでも
修理隊～お気軽にご相談下さい。
代行業務…ペット葬祭
　　　　　火葬のみ～葬儀一式
（感謝を込めて来世への旅立ちの葬儀）

「便利屋」 24時間受付・対応

その他、何でもお気軽に御相談下さい。お待ちしております。

10/1～11/1まで
灯油ストーブ・温風ヒーター
出張分解掃除

　通常料金6,000円～20,000円
→ 3,000円～10,000円

期間限定 特別企画
キャンペーン

修理業務…水道漏水・排水つまり修繕、雨漏り・建物・屋根修繕（ペンキ）、
　サッシガラス・網戸清掃・取替え、ガスレンジ・換気扇・石油ストーブ・
　エアコン室内機掃除、不要物片付け処分、シャッター修理・塗装、
　庭・植木の手入れ・草刈り
工事業務…防雪・防風用コンクリート柱設置工事 L＝10m 予約開始

その他、何でもお気軽に御相談下さい。お待ちしております。

広 告 募 集
～広報ごしょがわらでは有料広告を募集しています～
広報は市内全域に配布され広く読まれています。

広告掲載で五所川原市を応援していただけませんか？

詳細はホームページでご覧いただけます。

http://www.city.goshogawara. lg. jp/02_koho/koukoku.html
申込先／総務課広報係　内線2117

掲載料金はこのサイズで15,000円
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■新宮団地（特定公共賃貸住宅）
　木造３ＬＤＫ　１戸（１階玄関）
＊入居者は２名以上で政令月額が158,000円以上　　
　487,000円以下に限る。
■募集期間　随時募集（入居者が決定次第締切）
■家賃　58,000円
＊11月１日入居予定。
＊駐車場は１住戸につき１台です。２台目は空区画が
　ある場合のみ貸し出します。駐車場料金は別途徴収
　します。冬期の駐車場の除雪は入居者が行ってくだ
　さい。
■申込先　
　県営住宅等指定管理者　㈱サン・コーポレーション
　住宅管理係　℡38-3181（土・日曜日、祝日は除く）

県営住宅入居者募集

秋のおもてなし
梵珠北斗星の郷

申込先　七和家プロジェクト実行委員会（コミュニティカフェでる・そーれ）　TEL・FAX34-3971

　入浴施設の工期が来年１月末まで１カ月延びること
になりました。
　利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、ご理
解をお願いします。
　なお、延長期間も今までどおり、金木在住の 60 歳
以上の方に限り毎週木曜日に、「生き活きセンター」
の入浴施設が利用できます。
　延長期間の無料送迎バスのダイヤは 12 月の広報で
お知らせします。
■お問い合わせ先　介護福祉課　内線 2458

川倉の湯っこ
金木中央老人福祉センター
入浴施設改修の工期延長

あなたが好きな奥津軽
四季のデジタル写真コンテスト

　ずっと残しておきたいと思った風景や、心に残った
奥津軽の景色を収めた写真をご応募ください。
■募集部門　春（３～５月）、夏（６～８月）、
　　　　　　秋（９～ 11 月）、冬（12 ～２月）
■入賞点数
・陸奥新報賞１作品
・最優秀賞１、優秀賞２、入賞３作品（部門ごと）
■作品規定
　▽１人１部門につき３点まで▽自分で撮影した未発
　表のもの▽２Ｌ版の大きさに印刷した写真のみ募集
　（入賞した方はデータの提出が必要）▽パソコンで
　レタッチ等、極端な画像加工処理をしないこと▽五
　所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、板柳町、
　鶴田町、中泊町で平成 22 年以降に撮影されたもの。
＊入賞作品については、展示会を予定しています。名
　前、年齢、居住都道府県市区町村、作品タイトル、
　撮影日、作品コメントを公表しますので、あらかじ
　めご了承ください。
■応募期限　10 月 31 日牙

■応募方法　応募票に必要事項を記入し、２Ｌ版の大
　きさに印刷した写真と一緒に提出してください。
＊応募票のダウンロード、その他注意事項等は、市Ｈ
　Ｐまたは市商工観光課ＨＰ「gosho × gosho」をご
　覧ください。
■応募先
　〒 037 － 8686　五所川原市字岩木町 12 番地
　西北五観光物産協議会事務局　
　商工観光課　内線 2560

七和まつり

今年の新作立佞武多「陰陽　梵珠北斗星」の舞
台となった七和地区の皆さんが、地元特産品

の直売市やさまざまな体験を通して、梵珠北斗星の
郷の“秋”をおもてなしいたします。
　新ご当地名物“七和鍋”も初披露！
■日時　10 月６日蚊　9：00～14：00（雨天決行）
■場所　楠美家住宅
■七和満喫体験コース（申込みが必要です）
①山菜名人と行く梵珠山のふもと　9：30～11：00
　参加料　1,500 円（定員６名）
　山の管理人ならではの山歩きをご堪能ください。
②須恵器製作体験　12：30 ～ 14：00
　参加料　1,500 円（定員 10 名）
　北斗七星・七福神・梵珠山などのデザインにこだ
　わった、オリジナルの須恵器作りに挑戦します。

③狼野長根公園の歴史散策　9：30 ～ 11：00
　参加料　500 円（定員 10 名）
　６つの石碑を巡り、地域に伝わる歴史や伝説を訪
　ねます。
④絵巻ずしづくり　10：00 ～ 12：00
　参加料　1,200 円（定員 10 名）
　七和のお母さんが太巻きの作り方を伝授します。
　参加者はエプロン・三角巾・新しいタオル１枚を
　ご持参ください。
＊コース①③は、天候により内容が変更となる場合
　があります。
■申込方法　
　電話か FAX でコース名、氏名、連絡先、参加人
　数をお知らせください。
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津軽の「むがしっこ」をきこう
■日時　10月26日（土）　10：30～
■場所　市立図書館２階
　むがしっこを語る会「ゆきん子」のみなさんによる津
軽のむがしがたりが聞けますよ。
　大人も子供も楽しめる「むがしっこ」「わらべうた」、
みんなきぎにこいへぇ♪

＊イベントは図書館ＨＰ（パソコン・携帯用）でも確認
　できます。本の検索、予約、お問い合わせもＯＫ。

五所川原
おはなし“ぽぽんた”さんのおはなし会

■日時　10月19日（土）　13：30～14：30
■場所　市立図書館２階
　絵本や児童書のお話を、
お友達やお家の方と一緒
に楽しめます。
　今月は「たね」がテー
マです。
　何のたね？どこまで大
きくなるのかな？

５千人目となった杉本さんご夫妻（中央）

日本の美－山田春雄コレクションから－

立佞武多の館 2階美術展示ギャラリー

浮世絵版画展第10回
特別企画

図書館名 開館時間 10月の休館日

市 立 図 書 館
℡34-4334

9：30～18：00
(土日祝17：00まで)

毎週月曜日、（祝日の
場合は火曜日）、
17日(木)

伊藤忠吉記念図書館
℡53-3049

9：30～17：00 毎週月曜日、17日(木)

市 浦 分 館
℡35-2111 内線4031

9：30～17：00
毎週土・日曜日、祝日、
17日(木)

▼開館時間　9：00～17：00（最終入館 16：30）
▼入　館　料　300 円（団体 20 名以上 270 円）、高校生以下無料
＊初日は開会セレモニーのため、一般の方の入場は 11 時頃からとなります。
　第９回特別企画展「侍－日本の美－」に続き、第 10 回特別企画展を開催
します。
　当市出身で東京在住の山田春雄氏のご厚意により、同氏のコレクション
の中から選りすぐりの浮世絵版画を展示します。
　この機会に世界に誇れる日本の大衆文化である浮世絵をご堪能ください。
■お問い合わせ先　文化スポーツ課　内線 3323

　第９回特別企画展「侍－日本の美－」（立佞武多の館２階美術展
示ギャラリー）の来場者が９月６日、５千人を達成しました。
　５千人目となったのは静岡県掛川市の杉本忠さん、春子さんご
夫妻。春子さんが当市出身で、法事のため帰省していたそうです。
　記念品として、花束、立佞武多「陰陽　梵珠北斗星」の写真パ
ネルと、同企画展の協力者である山田春雄さんから堀潔の版画が
贈られました。ご夫妻は「突然のことで驚きましたが、とても光
栄です」と喜んでいました。

だっこでいっしょおはなし会
■日時　10月12日（土）　10：30～11：00
■場所　市立図書館２階
　０歳から３歳くらいまでのお子さん向きの絵本のお
はなしや手遊び、わらべうたなど、ちいさいお子さん
も楽しめる内容です。
　動き回っても、泣いちゃっても、大丈夫◎
　お父さま、お母さまも、ごいっしょにどうぞ♪

10月３日 木 ▼ 平成　　26年１月26日 日

名所江戸百景　三つまたわかれの淵（広重）

第９回特別企画展「侍－日本の美－」来場者５千人達成
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五所川原市ふるさと交流圏民センター　@33-2111

日 曜日 催　　　　　物 開 演 入場料等 主催者・連絡先

大

ホ

ー

ル

6 日アンパンマンショー 13：00 整理券 北五方部会
増田　38-4710

8 火
平成 25 年度芸術観賞　古典芸能

「狂言・落語鑑賞会日本の笑い」
13：30 関係者 青森県立五所川原

高等学校 35-3073

9 水平成 25 年度接遇研修会 18：30 無　料
西北中央病院

35-3111
( 内線 381）

11 金
五所川原幼稚園創立 50 周年 
五所川原商業高等学校 60 周年
記念式典

13：00 無　料 学校法人下山学園
35-5151

13 日
第 2 回新金木中学校吹奏楽部
定期演奏会

13：30 無　料 金木中学校
53-2573

16 水
平成 25 年度芸術教室
モンゴル伝統芸術音楽

13：30 関係者 青森県立木造高等
学校　42-2066

20 日
民音タンゴ公演
カルロス・マルサン楽団

14：00 5,000円 民音　工藤
 0172-72-1601

25 金
第 34 回青森県高等学校総合
文化祭総合開会式

13：00 無　料
青森県高等学校

文化連盟
017-736-8941

26 土
第 34 回青森県高等学校総合
文化祭

9：30 無　料
青森県高等学校

文化連盟
017-736-8941

27 日
第 34 回青森県高等学校総合
文化祭

10：30 無　料
青森県高等学校

文化連盟
017-736-8941

29 火北五中学校合唱祭 13：30 無　料 北五中学校文化連盟
64-2024

日 曜日 催　　　　　物 開 演 入場料等 主催者・連絡先

小

ホ

ー

ル

１ 火平成25年度自動車検査員研修 13：30 無　料
東北運輸局

青森運輸支局
017-739-1506

5 土かまや保育園発表会 9：30 無　料 かまや保育園
35-1181

6 日ピアノ・エレクトーン発表会 10：00 無　料 トーオー楽器㈱
34-3320

12 土
平成 25 年度こころの健康づ
くりフォーラム

13：15 無　料
健康推進課
35-2111

( 内線 2360)

13 日ミュージックコンサート 14：00 無　料 リトミックひろば
音楽教室 46-2655

18 金アカネバレエ五所川原教室 19：00 無　料 アカネバレエ五所
川原教室 33-0577

20 日ＥＲＩぴあの教室発表会 13：00 無　料 ERI ぴあの教室
35-0539

30 水不当要求防止責任者講習 13：30 無　料
青森県暴力追放
県民センター

  017-723-6250

31 木
五所川原市老人クラブ連合会
芸能発表会

10：00 無　料
五所川原市老人
クラブ連合会

 38-3022

10月の休館日は、7日、15日、21日、28日

オルテンシア 10月の催物案内

はじめよう「糖尿病予防」 骨粗しょう症予防教室
　血糖値、ヘモグロビン A1c が高いと言われていても、
そのままにしていませんか？
　糖尿病は症状がないことが多く、放置しておくと重
大な合併症を引き起こします。
　食生活を見直して、一緒に糖尿病を予防しましょう。
■日　時　10 月 30 日我　10：00～13：00
■会　場　保健センター五所川原
■内　容　栄養講話・調理実習
■テーマ「食事から見直そう！糖尿病予防」
■講　師　栄養士・保健師
■参加費　無料
■定　員　20 名
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）、エプロン、三角巾、
　ごはん茶碗（持参可能な方）
■申込方法　10 月 24 日牙までに電話にて申込み。
■申込先　健康推進課　内線 2364

　骨量は 20 歳頃まで増加しますが、40 歳代から低下
し始め、閉経後は急激に低下していきます。骨粗しょ
う症予防のために、今のうちから骨量を維持し、減少
を最小限に食い止めることがとても大切になります。
　この教室で「骨骨貯筋（こつこつちょきん）」のた
めの運動を学びませんか。いつまでも若々しく丈夫な
骨づくりのために、ぜひご参加ください。
■日　時　11 月１日画　13：30～15：00
■会　場　保健センター五所川原 1 階集団指導室
■講　師　健康運動指導士　近藤文俊先生
■参加費　無料
■定　員　30 名
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）、水分補給のため
　の飲み物、タオル
■申込方法　10 月 28 日俄までに電話にて申込み。
＊動きやすい服装でお越しください。
■申込先　健康推進課　内線 2364



第３回「介護者のつどい」
　知っているようで、意外に知らない介護施設を見学
します。
　知って得する！介護サービスを、仲間と一緒に体験
しましょう。
■ 10月24日牙　10：00～14：30　保健センター五所川原
■対象　市内居住で介護に関わっている方、以前介護
　を経験された方、関心のある方
■内容　保健師によるカウンセリング、施設見学（小
　規模多機能型居宅介護施設、サービス付き高齢者
　向け住宅）
■持ち物　健康手帳（お持ちの方）
■申込方法　10 月 21 日俄までに電話にてお申し込み
　ください。昼食は弁当注文も可能です。申込時に
　お伝えください。

料理紹介 五所川原市食生活改善推進員会

あなたも作ってみませんか
健 康 推 進 課
保健センター市浦

@35－2111

@27－7733

（内線2362）

ヘルス・インフォメーションヘルス・インフォメーション

健康だより
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健康づくり相談室  
　
　生活習慣病や肥満解消、介護予防など体に関するこ
と、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。　
　健康手帳をお持ちの方は、持参してください。
地区 開 催 場 所 開 催 日 開催時間

市
　
浦
保健センター市浦

10月 8 日（火）

13：00～14：0010月10日（木）
10月15日（火）
10月17日（木）

　
月 日 医療機関名 住　所 電　話

10月 6 日（日） 田町小山クリニック 田町４-５ 34―3431
10月13日（日） 増田病院 新町41 35―2726
10月14日（月） かなぎ病院 金木町菅原13-１ 53―3111
１. 対応時間　9：00～17：00（電話で確認）
２. 消防署（救急病院紹介電話 34-4999）でも紹介します。

古紙配合再生紙使用

こ こ ろ の 相 談
■日　時　10月８日峨　13：00～14：00
■場　所　市役所北棟５階第４会議室
■対　象　眠れない日や憂うつな気分が続く、育児・
　家事等が辛いといった相談のある市民、家族等身
　近な人を自殺でなくされた遺族の方
■申込方法　相談日前日までに電話でご予約ください。

みんなの健康教室
■日　時　10月25日画　13：00 ～
■場　所　働く婦人の家３階第３講習室　 
■テーマ　高齢者と胃腸の病気
■講　師　高杉滝夫先生（西北中央病院）
■主　催　西北五医師会（市共催）

献血のご案内（バス巡回）
期 日 時 　 間 場 　 　 　 所

10月30日（水） 14：00～16：00 ユニバース五所川原東店
日程は変更される場合もあります。　　　

風しん予防接種・抗体検査費用の全額を助成します
　妊婦初期に風しんにかかると、胎児が風しんウイル
スに感染し「先天性風疹症候群」（白内障・先天性疾患・
難聴等の障害）をもって生まれる可能性があります。
　市では「先天性風疹症候群」を予防するために、下
記対象者の風しん予防接種・抗体検査費用を全額助成
します（麻しん風しん混合ワクチンの接種となりま
す）。
■対象者　主に 20 代～ 40 代で、五所川原市に住民登
　録があり、次のいずれかに該当する方
・妊娠可能な女性で接種を希望する方
・妊婦の夫で接種を希望する方
・妊婦と同一世帯で接種を希望する方
＊すでに風しん含有ワクチンを２回受けている方は対
　象外となります。
＊妊娠中の方は接種を受けることはできません。
＊接種後２か月間は避妊をする必要があります。

■接種回数　１回
■助成期間　10 月 10 日牙～平成 26 年３月 31 日俄

■受診手順
１．接種希望者は、下記申込先に電話または来庁で申
　　込みしてください。
２．後日、市から、麻しん風しん予防接種予診票・　
　　実施医療機関名簿など、必要書類を郵送します。
３．２の必要書類が届いたら、実施医療機関名簿から
　　希望する医療機関へ接種日時を予約してください。
４．予防接種予診票・保険証・診察券等を持参し、医
　　療機関で接種してください。
＊予防接種前に抗体検査を行います。風しんの抗体が
　ある方は、予防接種できません。抗体検査費用は助
　成されます。
＊実施医療機関名簿に記載された医療機関以外で接種
　した場合は、助成対象外となります。

申込先　健康推進課　内線 2363

救急医療当番医救急医療当番医


